
様式第8号(第22条関係)

調定増減

調定取消
決定書

　

　下記のとおり決定する。

年　　月　　日
決定者
　下記のとおり整理してよい。

年　　月　　日
会計管理者(出納員)

次長
課長
課長補佐
係長
係
課長
課長補佐
係長
係

年度
会計
収支等区分
　所管課
番号



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

款
項
目
節

　
　
　
　
　
　
　
　

既調定額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
既調定
年　月　日
第　　　　　号

正当調定額


差引増減額

(朱書又は△は減)
　


納入義務者

　　住所

　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外人

納入期限

年　　　月　　　日
納入通知書又は納付書の発行
年　　月　　日

第　　　　　　号

　ただし

　注　1　ただし書の欄には、増額、減額又は取消しの理由及び収入金の内容等参考となる事項を記載すること。
　　　2　既調定額について全部又は一部が収納済みであるときは、ただし書欄にその旨、収納金額及び収納の月日を付記すること。
　　　3　調定を増額するときは、増額した額について納入通知書を作成し、調定を減額するときは、減額後の金額について納付書を作成すること。
　　　4　該当の決定書の文字を〇で囲むこと。

